
せとうち広
報

「人と自然が織りなす  しあわせ実感都市  瀬戸内」を目指して

７
平成 30（2018）年

第164号

平成 30 年６月行政報告

平成 29 年度ふるさと納税実績報告

特定保健指導、瀬戸内市の旅

まちの話題、知っ得！せとうち便

７月の予定、みんなの広場

２

５

６

８

１８

目次Contents
　岡山県消防学校（岡山市）で５月 20 日、第 65 回岡山県消防操
法訓練大会が開催され、小型ポンプ操法の部に瀬戸内市消防団長
浜分団が出場しました。
　出場選手は、有高泰

やすゆき

行指揮者、神宝誠
とも

之
ゆき

１番員、神宝一
かずあき

彰２番員、
時
ときざね

実正
まさ き

毅３番員、小
こざ き

﨑智之補助員の５人。選手らは日頃の訓練の
成果を発揮し、見事３位入賞を果たしました。また、神宝一彰２
番員が優秀選手（小型ポンプ操法の部）として表彰を受けました。

【①訓練開始／②放水態勢の１・２番員／③長浜分団の皆さんを
囲んで／④吸管延長する２・３番員／⑤ホースを伸ばす指揮者】

②

⑤

③

①

④

⑤
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邑
久
長
島
大
橋
が
５
月
９
日
に

開
通
30
周
年
を
迎
え
、
長
島
愛
生

園
、
邑
久
光
明
園
と
入
所
者
自
治

会
に
よ
る
記
念
式
典
が
長
島
側
の

橋
の
た
も
と
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
両
園
の
自
治
会
長
を
は
じ
め
出

席
者
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
隔
離
政

策
か
ら
の
解
放
を
象
徴
し
「
人
間

回
復
の
橋
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
橋

の
、
昭
和
46
年
か
ら
昭
和
63
年
ま

で
の
17
年
間
に
も
及
ぶ
、
困
難
を

極
め
た
架
橋
運
動
が
語
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
人
権
侵
害
の

歴
史
が
二
度
と
繰
り
返
さ
れ
ぬ
よ

う
今
後
も
力
を
合
わ
せ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
訴
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
11
月
、長
島
愛
生
園
、

邑
久
光
明
園
、
大
島
青せ

い
し
ょ
う
え
ん

松
園
（
高

松
市
）
の
瀬
戸
内
３
園
の
世
界
遺

     A
dm
inistrative  Report

   
行 
政 

報 

告

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

　

不
特
定
多
数
の
人
が
通
常
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
他
の

人
々
や
組
織
に
財
源
の
提
供
や

協
力
な
ど
を
行
う
こ
と
。

　

発
明
品
の
開
発
や
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
貸
し
付
け
な
ど
、
幅

広
い
分
野
へ
の
出
資
に
活
用
さ

れ
て
い
る
。

産
登
録
を
目
指
す
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
世
界
遺
産

登
録
推
進
協
議
会
」
が
発
足
し
、

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
歴
史
的

建
造
物
の
保
存
な
ど
に
関
す
る
協

議
や
隔
離
政
策
が
も
た
ら
し
た
人

権
侵
害
と
地
域
社
会
へ
の
影
響
な

ど
の
検
証
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
市
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
事
業

に
対
す
る
ク

※

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
よ
る
財
政
支
援
だ
け
で
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
の
場
を
通

市  

長  

か  

ら

　
平
成
30
年
２
月
ま
で
に
沿
線
自

治
会
を
通
じ
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
路
線
で「
市

営
バ
ス
の
運
行
を
知
っ
て
い
る
」

と
し
た
人
が
８
割
以
上
に
上
り
ま

し
た
が
、「
市
営
バ
ス
に
乗
っ
た

こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
人
は
３
路

線
平
均
で
１
割
余
り
と
、
ま
だ
ま

だ
ご
自
分
で
移
動
す
る
手
段
を
お

持
ち
の
人
が
多
い
と
い
う
結
果
が

出
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
後
も
高
齢
化
が
進

ＤＭＯは、各地域の観光資源を広域的に結び付ける
役割を果たします

す
が
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
地
震
な
ど

に
よ
る
大
規
模
災
害
が
頻
繁
に
発

生
し
て
い
る
状
況
下
に
お
い
て
、

共
助
の
中
心
的
存
在
で
あ
る
消
防

団
は
非
常
に
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
市
と
し
て
も
今
後
も

団
員
確
保
や
消
防
団
活
動
に
対

し
、
積
極
的
な
支
援
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
営
バ
ス
の
運
行
状
況

　
平
成
29
年
11
月
１
日
か
ら
市
内

３
路
線
で
運
行
を
開
始
し
た
市
営

バ
ス
の
運
行
状
況
に
つ
い
て
、
運

行
開
始
か
ら
平
成
30
年
４
月
末
ま

で
の
乗
客
数
は
、
３
路
線
合
計
で

２
、７
６
６
人
、
一
便
当
た
り
の

平
均
乗
車
人
数
は
、
１・
０
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
路
線
ご
と
の
乗
車
人
数
は
、
牛

窓
〜
邑
久
駅
線
１
、０
６
７
人
、

西
脇
〜
邑
久
駅
線
４
４
７
人
、
美

和
線
１
、２
５
２
人
で
し
た
。

じ
、
人
権
に
対
す
る
正
し
い
知
識

を
広
め
、
議
会
の
皆
さ
ん
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
人
権
問
題
に

向
き
合
う
社
会
を
作
る
こ
と
に
貢

献
し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
岡
山
県
消
防
学
校
で
５

月
20
日
、
第
65
回
岡
山
県
消
防
操

法
訓
練
大
会
が
開
催
さ
れ
、
瀬
戸

内
市
を
代
表
し
て
出
場
し
た
長
浜

分
団
が
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に

お
い
て
、
瀬
戸
内
市
と
し
て
過
去

最
高
の
第
３
位
の
栄
誉
に
輝
き
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
出
場
選
手
の
う
ち
２
番

員
の
団
員
が
、
瀬
戸
内
市
消
防
団

と
し
て
は
初
め
て
優
秀
選
手
と
し

て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
今
回
の

結
果
は
、
選
手
が
年
間
通
じ
て

行
っ
て
き
た
厳
し
い
訓
練
と
、
そ

れ
を
支
え
て
き
た
消
防
団
関
係
者

の
努
力
の
た
ま
も
の
で
す
。

　
近
年
全
国
的
に
消
防
団
員
の
確

保
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま

瀬
戸
内
市
民
病
院
の

患
者
数
の
状
況

　
平
成
29
年
度
の
患
者
数
は
、
入

院
が
３
５
、０
８
３
人
で
平
成
28

年
度
と
比
較
し
て
５
、３
２
２
人

の
増
加
、
１
日
平
均
96
・
１
人
で

病
床
稼
働
率
は
87
・
３
％
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
外
来
が
４
８
、６
３
８

人
で
平
成
28
年
度
と
比
較
し
て

３
、５
５
０
人
の
増
加
、
１
日
平

均
１
９
９・３
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
は
、
１
日
平
均
入

院
患
者
数
１
０
０
人
、
病
床
稼
働

率
90
・
９
％
、
１
日
平
均
外
来
患

者
数
２
３
０
人
を
目
標
と
し
て
運

営
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

税
者
の
利
便
性
向
上
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
世
界
遺
産

登
録
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
「
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
世
界
遺

産
登
録
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

名
称
で
認
定
申
請
を
行
っ
て
い

た
、
企

※

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活

用
し
た
地
域
再
生
計
画
は
、
４
月

に
内
閣
府
の
認
定
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
計
画
認
定
に
基
づ
き
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
が
実
施
す
る
学
術
調
査
事
業

な
ど
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

産
後
母
子
支
援
事
業

　
産
後
う
つ
の
予
防
や
新
生
児
へ

の
虐
待
予
防
な
ど
を
図
る
観
点
か

ら
、
産
後
間
も
な
い
時
期
の
産
婦

に
対
す
る
健
康
診
査
の
重
要
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、

平
成
30
年
10
月
か
ら
国
の
補
助
事

業
を
活
用
し
て
、産
婦
健
康
診
査
、

産
後
ケ
ア
事
業
を
導
入
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
産
婦
健
康
診
査
事
業
に
つ
い
て

は
、
健
診
に
係
る
費
用
を
助
成
す

む
と
い
う
状
況
を
見
据
え
、
引

き
続
き
公
共
交
通
の
利
用
促
進

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、「
瀬
戸
内
市
地
域
公
共
交

通
網
形
成
計
画
」
に
基
づ
き
、
未

導
入
エ
リ
ア
へ
の
新
た
な
公
共
交

通
の
導
入
検
討
な
ど
、
引
き
続
き

公
共
交
通
不
便
地
域
の
解
消
を
進

め
、
外
出
機
会
の
増
加
に
よ
る
健

康
増
進
、
地
域
経
済
の
活
性
化
な

ど
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

市
民
税
な
ど
の

コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
推
進

　
平
成
30
年
度
か
ら
、
固
定
資
産

税
、
軽
自
動
車
税
、
市
民
税
、
国

民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
お

よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

普
通
徴
収
分
と
し
て
、
１
件
30
万

円
未
満
の
も
の
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で

の
納
付
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
４
月
に
納
税
通
知
を
行
っ
た
固

定
資
産
税
で
は
、
５
月
７
日
現
在

で
窓
口
納
付
１
０
、０
１
８
件
中
、

８
０
８
件
が
コ
ン
ビ
ニ
納
付
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
広
報
紙
・
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
を
進
め
、
納

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
／
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
・
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
）
は
、
各
市
町
に
点
在
す
る
地

域
資
源
、
歴
史
や
文
化
コ
ン
テ
ン

ツ
な
ど
の
収
集
・
整
理
を
行
い
、

主
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
観
光

資
源
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

を
広
域
的
に
結
び
付
け
る
役
割
を

果
た
し
、「
観
光
地
づ
く
り
の
舵

取
り
役
を
担
う
法
人
」
と
な
る
こ

と
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
吉
井
川
流
域
Ｄ

Ｍ
Ｏ
の
事
業
に
期
待
を
し
つ
つ
、

今
後
も
３
市
町
で
協
力
し
、
し
っ

か
り
と
し
た
チ
ェ
ッ
ク
も
し
な
が

ら
、
こ
の
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策

と
し
て
の
広
域
連
携
事
業
」
に
関

与
し
て
い
き
ま
す
。

る
こ
と
で
、
産
後
の
初
期
段
階
に

お
け
る
母
子
に
対
す
る
支
援
を
強

化
し
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に

わ
た
る
切
れ
目
な
い
支
援
体
制
を

整
備
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い

て
は
、
産
後
に
心
身
の
不
調
や
育

児
不
安
な
ど
が
あ
る
退
院
直
後
の

母
子
を
対
象
と
し
、
産
婦
人
科
病

院
な
ど
の
空
き
ベ
ッ
ド
を
活
用

し
、
休
養
の
機
会
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
不
安
軽
減
の
た
め
の
心

理
的
ケ
ア
や
育
児
に
関
す
る
指
導

な
ど
を
実
施
し
、
産
後
も
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
支
援
体
制
を

確
保
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

吉
井
川
流
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

進
捗
状
況

　
本
市
と
赤
磐
市
、
和
気
町
の
２

市
１
町
で
進
め
て
い
た
吉
井
川
流

域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
設
立
準
備
会
に
お

い
て
、
有
識
者
の
意
見
を
踏
ま
え

た
慎
重
な
議
論
と
関
係
者
と
の
調

整
を
重
ね
、
５
月
30
日
に
一
般
社

団
法
人
吉
井
川
流
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し

て
、
第
１
回
目
の
理
事
会
を
開
催

し
、
正
式
に
そ
の
業
務
を
ス
タ
ー

ト
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
30
年
６
月
市
議
会
定
例
会
が
６
月
４
日
に
開
会
さ
れ
、
市
長
と
教
育
長
が
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

邑久長島大橋開通 30 周年記念式典

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

　

内
閣
府
の
認
定
を
受
け
た
地

方
公
共
団
体
が
行
う
地
方
創
生

の
取
り
組
み
に
対
し
て
寄
附
を

し
た
企
業
に
、
税
額
控
除
の
優

遇
措
置
が
な
さ
れ
る
制
度
。

　

ま
ず
地
方
公
共
団
体
が
当
該

取
り
組
み
に
係
る
地
域
再
生
計

画
を
作
成
し
、
内
閣
府
に
事
業

内
容
を
認
定
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
。

用
語
の
解
説
・
備
考



4広報 せとうち No.1642018.    75

平成 29年度瀬戸内市応援寄附
（ふるさと納税）実績報告

　ふるさと納税とは、自分の生まれ育った
ふるさとの自治体や応援したい自治体に寄
附を行う制度です。
　寄附は、出身地に限らず、全国どこの自
治体に対しても行うことができます。

ふるさと納税とは？

寄附金の使い道 件数（件） 金額（円）
  ①産業の振興に関する事業 635　 14,073,000　

  ②自然または環境の保全に関する事業 1,236　 23,132,002　

  ③医療または福祉の充実に関する事業 791　 27,879,000　

  ④教育、文化またはスポーツの振興に関する事業 1,026　 27,686,000　

  ⑤安全・安心なまちづくりに関する事業 208　 3,321,000　

  ⑥人権に関する事業 142　 5,235,000　

  　市長におまかせ 2,006　 41,299,000　

合　計 6,044　 142,625,002　

kirei なモノ・コト・トコ発見発信事業（セトフェスの音楽ライブ）

　秘書広報課　☎０８６９-２４ - ７０９５問

いただいた寄附金は「瀬戸内市応援基金」に積み立て、　
寄附金の使い道に沿った６つの事業に活用しています（下表参照）。

kirei なモノ・コト・トコ発見発信事業（セトフェスの音楽ライブ）kirei なモノ・コト・トコ発見発信事業（セトフェスの音楽ライブ）

○産業の振興に関する事業
　・kirei なモノ・コト・トコ発見発信事業
　　　　　　　　　　　　　5,000,000 円
　・有害鳥獣等捕獲補助事業　1,982,000 円

○自然または環境の保全に関する事業
　・資源ごみ回収団体報奨金　4,206,000 円
　・公共施設 CO2 排出削減対策モデル事業
　　　　　　　　　　　　  11,757,000 円
　・ごみ集積所設置補助金　1,100,000 円

○医療または福祉の充実に関する事業
　・小児医療給付費　単市拡大分　11,947,000 円
　・医療機器整備事業　7,020,000 円
　・保育園備品購入費　1,632,000 円

平成 29年度の主な使い道

セットちゃん

○教育、文化またはスポーツの振興に関する事業
　・学校力向上事業　2,253,000 円
　・セーリング振興活動補助金　2,452,000 円
　・幼稚園、小学校外国人講師派遣事業　5,790,000 円
　・牛窓海遊文化館管理運営事業　802,000 円
　・図書館管理運営事業（図書整備）　731,000 円

○安全・安心なまちづくりに関する事業
　・空家等対策事業　1,240,000 円
　・防犯灯整備工事費　464,000 円

・医療機器整備事業　7,020,000 円
・保育園備品購入費　1,632,000 円
・医療機器整備事業　7,020,000 円・医療機器整備事業　7,020,000 円
・保育園備品購入費　1,632,000 円

ぐ
取
り
組
み
を
通
し
て
、
生
涯
学

習
の
機
会
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
歴
史
・
文
化
の
保

存
・
継
承
に
努
め
ま
す
。

　
特
に
、
地
域
の
特
色
あ
る
資
源

を
活
用
し
た
事
業
や
体
験
型
学
習

の
機
会
の
充
実
、
社
会
教
育
施
設

や
関
連
機
関
と
の
連
携
事
業
、
ま

た
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
事
業

な
ど
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実

　

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ

り
、「
特
別
の
教
科　
道
徳
」
に

つ
い
て
小
学
校
が
平
成
30
年
度
、

中
学
校
が
平
成
31
年
度
、
小
学
校

に
お
け
る
外
国
語
が
平
成
32
年
度

に
そ
れ
ぞ
れ
教
科
化
さ
れ
ま
す
。

こ
の
動
向
を
踏
ま
え
、
教
育
委
員

会
で
は
、「
道
徳
の
時
間
の
充
実
」、

「
外
国
語
教
育
の
充
実
」
お
よ
び

「
教
育
の
情
報
化
の
推
進
」
の
３

つ
の
研
究
事
業
の
実
践
校
と
し
て

小
学
校
３
校
、
中
学
校
１
校
を
指

定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
る
研
究
成

果
は
、
地
域
や
校
種
を
越
え
て
市

内
全
域
で
共
有
し
、
日
々
の
授
業

実
践
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の

第１回夢二コンクールの様子

研
修
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
は
生
徒
指
導
、

特
別
支
援
教
育
の
充
実
と
併
せ

て
、
新
し
い
時
代
に
求
め
ら
れ
る

資
質
・
能
力
を
子
ど
も
た
ち
に
育

む
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

夢
二
の
ふ
る
さ
と

芸
術
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

２
年
目
と
な
る
平
成
30
年
度

は
、
夢
二
の
ふ
る
さ
と
芸
術
交
流

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
を
中

心
に
、
第
２
回
夢
二
コ
ン
ク
ー
ル

や
プ
レ
ミ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト
を
実

施
し
ま
す
。
市
民
枠
と
し
て
夢
二

に
ち
な
ん
だ
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
一

般
募
集
し
て
お
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
コ
ン
ク
ー
ル
を
盛
り

上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協

働
事
業
の
一
環
と
し
て
、
夢
二
生

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
で

特
別
展
を
開
催

　
博
物
館
で
は
、
６
月
29
日
か
ら

『
開
館
35
周
年
記
念　
日
本
美
術

刀
剣
保
存
協
会　
岡
山
県
支
部　

創
立
70
周
年　
特
別
展
「
古
今
東

西
刀
匠
・
職
方
列
伝
パ
ー
ト
Ⅱ
」』

を
開
催
し
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
瀬
戸
内
市

の
教
育
大
綱
の
５
つ
の
重
点
施
策

を
柱
と
し
て
、
教
育
行
政
を
推
進

し
ま
す
。

　
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
学
ぶ

こ
と
は
楽
し
い
、
も
っ
と
学
び
た

い
と
思
う
子
ど
も
た
ち
が
増
え
、

「
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
」
が

一
人
一
人
に
身
に
付
く
よ
う
、
学

び
の
基
本
で
あ
る
授
業
の
改
善
お

よ
び
そ
れ
を
支
え
る
教
育
環
境
の

改
善
を
推
進
し
ま
す
。

　
特
に
、
学
力
向
上
を
図
る
た
め

各
学
校
に
お
け
る
授
業
改
善
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
教
育
委
員
会

事
務
局
と
し
て
も
各
学
校
へ
の
指

導
・
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
道
徳
お
よ
び
小
学
校
で

の
外
国
語
の
教
科
化
、
各
学
校
段

階
の
円
滑
な
接
続
、
特
別
支
援
教

育
の
充
実
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　
社
会
教
育
に
関
し
て
は
、
知
の

拠
点
と
し
て
の
市
民
図
書
館
と
活

動
の
拠
点
で
あ
る
公
民
館
を
つ
な

教
育
長
か
ら

　

今
回
の
特
別
展
で
は
、「
友と
も
な
り成

」

や
「
長
光
」
な
ど
備
前
を
代
表
す

る
太
刀
や
「
国く
に
と
し俊
」
の
脇わ
き
ざ
し指
な
ど

国
内
の
名
品
を
県
内
外
か
ら
40
口ふ
り

程
度
展
示
し
ま
す
。

▽
開
催
期
間　

６
月
29
日
（
金
）

　

〜
９
月
２
日
（
日
）

※
休
館
日
は
毎
週
月
曜
日
。
月
曜

　

が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
が
休
館

　

日
。
た
だ
し
、８
月
13
日
（
月
）

　

は
開
館
し
ま
す
。

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

　

５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分

　

ま
で
）

▽
場
所　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

▽
入
館
料　

一
般
５
０
０
円
、
大

　

学
・
高
校
生
３
０
０
円
、
中
学

　

生
以
下
無
料
、
団
体
（
20
人
以

　

上
）
割
引
あ
り

　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

☎
０
８
６
９-

６
６-

７
７
６
７

問

誕
月
の
９
月
に
は
市
民
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
夢
二
の
人
形
劇
上
演
と
夢

二
郷
土
美
術
館
の
学
芸
員
の
解
説

に
よ
る
対
話
型
絵
画
鑑
賞
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
会
場
で
は
市
民
製
作
の
夢
二
に

関
す
る
作
品
の
展
示
も
行
い
、
音

楽
だ
け
で
な
く
、
夢
二
に
関
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
盛
り
上
げ
、
芸
術
文
化
に

よ
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

国
宝
「
太
刀　

無
銘
一
文
字

（
山
鳥
毛
）」
購
入
を
目
指
し
て

　
５
月
28
日
の
議
会
全
員
協
議
会

お
よ
び
２
回
の
総
務
文
教
常
任
委

員
会
で
、
岡
山
県
内
の
個
人
が
所

有
す
る
国
宝
「
山さ

ん
ち
ょ
う
も
う

鳥
毛
」
を
、
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
た
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り

購
入
を
目
指
す
こ
と
な
ど
を
説
明

し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
で
き
る
だ
け
早
急
に

外
部
評
価
委
員
会
を
開
催
し
、
瀬

戸
内
市
が
国
宝
を
購
入
す
る
こ
と

の
意
義
お
よ
び
資
産
価
値
の
評
価

に
つ
い
て
意
見
を
聴
取
す
る
予
定

に
し
て
い
ま
す
。

　市では、「ふるさと納税制度」がスタートした平
成 20 年から「瀬戸内市応援寄附条例」に基づいて、
いただいた寄附金を寄附者の意向に沿った事業に活
用しています。
　平成 29 年度に全国の寄附者から本市へ寄せられ
た寄附金は、総額１億 4,262 万 5 千円でした。

【平成 29年度の実績】
 （平成 29 年４月１日～
　　   平成 30 年３月 31 日）

 寄附件数
　 6,044 件
 寄附金額
　 １億 4,262 万 5千円

全国 47都道府県の皆さんから１億 4,262 万 5千円のご寄附をいただきました



①万歩計を支給します（昨年度支給した人は除く）ので、すぐに取り
　組みが開始できます。
②ゴヒャク・デ・ウケールのオリジナル健康記録手帳を差し上げます。
③体組成計による筋肉量や基礎代謝量などの健康チェックも行ってい
　ます（無料）。
④忙しい人には、短時間のコースもあります。

こんな人におすすめ 名　称 保健指導の内容 備　考

とにかく
忙しい人へ

体組成計による簡単
な健康チェック

（スマート健幸相談）

筋肉量、脂肪量などを１分間計測して、
簡単な健康アドバイスを行います。

ご都合に合わせて、市役所本庁で
行います（15 ～ 20 分程度）。

１対１でしっかり
サポートしてほしい！

健幸チャレンジ相談
（個別保健指導）

市の保健師または管理栄養士が近くの
公民館やコミュニティセンターまで出
向いて指導します。

希望で市内の医療機関で受けるこ
ともできます（要相談）。

気軽にみんなで
指導を受けたい！ 健康カフェ

健康教室の形で開催しています。申し
込みや参加費は不要です（家族・知人
も参加可能）。

１時間 30 分の内容で、健康の話、
食事の話、手軽にできる体操と、
いろいろ行っています。

△

保健指導の内容など

　

健
康
カ
フ
ェ

　
普
段
、
な
か
な
か
健
康
に
つ
い

て
話
す
機
会
が
少
な
い
と
思
い
ま

す
。
短
い
時
間
で
す
が
、
皆
さ
ん

で
気
軽
に
楽
し
く
健
康
に
つ
い
て

お
話
し
し
た
り
、
体
を
動
か
し
た

り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
参
加
費
は
不
要
で
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
７
月
31
日
、11
月
13
日
、

　
平
成
31
年
２
月
５
日

　
（
い
ず
れ
も
火
曜
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

　
（
午
前
９
時
30
分
受
付
開
始
）

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
対
象　
瀬
戸
内
市
民

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。

※
準
備
の
都
合
上
、
で
き
る
だ
け

　
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
４-

７
０
９
６

申
問

　

特
定
保
健
指
導

　
（
健
幸
チ
ャ
レ
ン
ジ
）

　
市
が
実
施
す
る
、
40
〜
74
歳
の

瀬
戸
内
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
を
対
象
と
し
た
特
定
健
康
診
査

（
特
定
健
診
）
が
、
６
月
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

　
特
定
健
診
の
結
果
、
メ
タ
ボ
の

危
険
が
あ
る
人
は
、
生
活
習
慣
病

予
防
の
取
り
組
み
を
進
め
る
「
特

定
保
健
指
導
」
を
お
す
す
め
し
て

い
ま
す
。

　
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
半
年

間
１
対
１
で
、
あ
な
た
だ
け
の
、

あ
な
た
の
た
め
の
保
健
指
導
を
行

い
ま
す
。
１
対
１
の
個
別
指
導
が

苦
手
な
人
に
は
、
グ
ル
ー
プ
で
の

指
導
も
あ
り
ま
す
。

　
「
保
健
指
導
は
難
し
い
け
ど
、

簡
単
な
健
康
相
談
は
受
け
た
い
」

と
い
う
人
に
は
、
20
分
程
度
の
健

康
相
談
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

　

合
わ
せ
て
選
べ
ま
す

　
「
半
年
間
、
１
対
１
で
の
指
導

は
し
ん
ど
い
」「
自
分
の
行
き
た

い
と
き
に
指
導
を
受
け
た
い
」と
、

保
健
指
導
の
受
け
方
に
つ
い
て

は
、
い
ろ
い
ろ
な
希
望
を
お
聞
き

し
ま
す
。

　
で
き
る
だ
け
皆
さ
ん
の
要
望
に

応
え
る
た
め
に
、
以
下
の
保
健
指

導
や
健
康
相
談
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
自
分
に
合
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を

受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

特定保健指導（健幸チャレンジ）おすすめポイント

メタボ予防＆特定健診ＰＲキャラクター

ゴヒャク・デ・ウケール

あなたの未来のために
　　　気軽に始めてみませんか？

保健指導を受ける人に
「万歩計」と「オリジ
ナル健康記録手帳」を
差し上げますぞ！

特定健診ニュース

「特定保健指導」（健幸チャレンジ）

☎
０
８
６
９
２
４
７
０
９
６
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牛
窓
沖
に
浮
か
ぶ
黒
島
で
は
、

潮
が
よ
く
引
く
日
の
干
潮
時
前
後

に
海
中
か
ら
砂
の
道
が
現
れ
、
黒

島
・
中
ノ
小
島
・
端
ノ
小
島
の
３

つ
の
島
が
弓
形
に
つ
な
が
り
、
歩

い
て
渡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
神
秘
的
な
砂
の
道
が
「
黒

島
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
ロ
ー
ド
」
で
す
。

　
黒
島
は
、
牛
窓
の
約
２
㌔
沖
に

あ
る
定
期
航
路
の
な
い
島
で
す
。

ホ
テ
ル
の
桟
橋
や
前
島
港
か
ら
、

有
料
の
ボ
ー
ト
を
利
用
し
、
約
５

分
で
到
着
し
ま
す
。

　
牛
窓
は
「
恋
人
の
聖
地
」
に
認

定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
黒
島
は
恋

の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
有

名
で
す
。
砂
の
道
を
歩
い
て
、
中

ノ
小
島
で
幸
せ
の
ハ
ー
ト
型
の

石
「
女
神
の
心
」
を
探
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
想
い
を
込
め
な
が
ら

そ
っ
と
触
れ
る
と
願
い
が
叶
う
は

ず
で
す
。

　
「
日
本
の
夕
陽
百
選
」
の
牛
窓

の
夕
陽
と
重
な
る
と
、
黒
島
は
さ

ら
に
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
ま
す
。

黒
島
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
ロ
ー
ド

▽所在地　黒島（牛窓町牛窓）

▽利用時間　日中の干潮時
　ザ・ホテルリマーニ＆スパ　☎０８６９-３４ - ５５００
　前島フェリー　☎０８６９-３４ - ４３５６

利用のご案内

ハート型の石

黒島ヴィーナスロードで見る牛窓の夕陽

問

問

※定期航路がないため、有料の
　ボートをご利用ください。

M A P

海中から現れた砂の道

空から見た黒島ヴィーナスロード（左から黒島、中ノ小島、端ノ小島）

JourneyJourney of  Setouchi  City of  Setouchi  City
瀬戸内市の旅
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まちの話題 秘書広報課：☎0869-24-7095問

My Town Topics

　フ   ァジアーノ岡山のコーチらと交流 人権スポーツふれあい教室 　

　行幸小学校で６月１日、人権スポーツふれあい教室が

開催されました。

　子どもたちに人権についての理解を深めてもらおう

と、岡山人権啓発活動地域ネットワーク協議会が企画。

この日はファジアーノ岡山のスクールコーチ、押
おしかね

鐘正幸

氏、桑原浩一氏、山﨑友
ゆ う と

斗氏、内
う つ み

海賢也氏が来校しました。

　５年生約 60 人の児童らは、コーチと一緒にサッカー

ボールを使ったキャッチボールをして、交流を深めまし

た。また、児童らはキャッチボールを通して、押鐘コー

チから「相手の気持ちを考えて動いて」と、人を思いや

る気持ちの大切さを教わっていました。

　楽   しみながら健康づくりについて学ぶ 瀬戸内市民病院フェスティバル 　

　瀬戸内市民病院で５月 12 日、第７回瀬戸内市民病

院フェスティバルを開催しました。

　市民病院のことをもっと知ってもらうとともに、健

康づくりへの意識を高めてもらおうと、病院の医師や

看護師らが企画。看護師によるハンドマッサージや血

管年齢測定などのコーナーが設けられ、朝からたくさ

んの人でにぎわいました。

　また、応急処置をテーマにした寸劇があったり、手

術室を特別に見学できたりと、来場者は楽しみながら

病院や健康づくりへの理解を深めました。

ボールを受け取る前に、手をたたくなどの
動作を入れたキャッチボール

　い   つまでもお元気で 100 歳を迎えた高齢者をお祝い 　

　５月 16 日に満 100 歳を迎えた重光春江さ

ん（邑久町福元）のお祝いに、武久顕也市長

らが 21 日、自宅を訪問しました。体が丈夫

な重光さんは、子どもの頃から運動が大好き

でバレーボール部で活躍していました。現在

は、毎日通っているデイケアでいろいろな人

とお話しするのを楽しみにしています。長寿

の秘訣は「くよくよ悩まず、のんきなこと」。

　また、５月 25 日に満 100 歳を迎えた小林登
と な こ

奈子さん（邑久町豊原）のお祝いに、武久市長らが 30 日、自宅を訪問。

小林さんは、若い頃とても活発な性格で、編み物や大正琴、旅行などを楽しんでいました。編み物は家族の服を作る

程の腕前だったそうです。長寿の秘訣は「食べ物の好き嫌いをせず、何でも食べること」。

　お二人とも、これからもますますお元気でお過ごしください。

お祝い状を受け取る重光さん（写真左） 武久市長と記念撮影する小林さん（写真左）

薬の代わりにお菓子を
使用した分包体験

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

8広報 せとうち No.1642018.    79

　
平
成
30
年
度
か
ら
新
た
な
国
民

健
康
保
険
制
度
改
革
が
行
わ
れ
、

岡
山
県
も
新
た
に
保
険
者
に
加
わ

り
、
県
内
の
市
町
村
と
と
も
に
国

保
の
制
度
運
営
を
行
う
体
制
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
国
か

ら
の
財
政
支
援
が
拡
充
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
国
保
の
財
政
基
盤
の

改
善
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
県
は
、
財
政
運
営
の
責
任
主
体

と
な
り
、
市
町
村
ご
と
の
国
保
事

業
費
納
付
金
の
額
の
決
定
や
、
保

険
給
付
費
に
必
要
な
費
用
を
市
町

村
に
対
し
て
支
払
い
ま
す
。

　
市
は
納
付
金
を
県
に
納
付
し
、

引
き
続
き
、
資
格
管
理
、
保
険
給

付
の
決
定
、
保
険
税
の
決
定
、
賦

課
徴
収
、
保
健
事
業
な
ど
の
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

【
平
成
30
年
度
国
民
健
康
保
険
税

の
税
率
改
定
】

　
本
年
度
以
降
の
国
民
健
康
保
険

税
は
、
納
付
金
の
支
払
い
に
充
て

る
こ
と
に
な
り
、
県
が
示
す
標
準

保
険
料
率
を
参
考
に
、
市
の
保

険
税
率
を
定
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
県
が
示
す
標
準
保
険
料
率
と
瀬

戸
内
市
の
国
民
健
康
保
険
税
率
を

比
較
す
る
と
、
医
療
分
は
高
く
、

介
護
納
付
金
分
は
低
い
傾
向
に
あ

り
、
保
険
税
内
の
バ
ラ
ン
ス
を
適

正
な
も
の
に
近
づ
け
る
た
め
に
、

税
率
を
改
定
し
ま
す
（
右
下
表
を

参
照
）。

【
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
限
度

額
の
引
き
上
げ
】

　
国
の
法
令
改
正
に
よ
り
、
平
成

30
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
の

賦
課
限
度
額
（
課
税
上
限
額
）
を

引
き
上
げ
ま
す
（
左
下
表
を
参

照
）。

相  

談

  

国
民
健
康
保
険
税
の

  

税
率
改
定
と
算
定
方
法
の

  

一
部
変
更

お
知
ら
せ

【
５
割
軽
減
と
２
割
軽
減
の
対
象

基
準
を
拡
大
】

　
前
年
中
の
所
得
が
一
定
の
基
準

額
以
下
の
世
帯
に
対
し
て
、
国
民

健
康
保
険
税
の
平
等
割
と
均
等
割

を
軽
減
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
４
月
１
日
の
世
帯
の
被
保
険
者

数
と
前
年
所
得
で
軽
減
割
合
（
７

割・５
割・２
割
）を
判
定
し
ま
す
。

　
国
の
法
令
改
正
に
よ
り
、
平
成

30
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
軽

減
の
基
準
額
が
改
定
さ
れ
、
５
割

軽
減
と
２
割
軽
減
の
対
象
基
準
が

下
表
の
と
お
り
拡
大
し
ま
す
。
７

割
軽
減
の
対
象
基
準
は
変
更
あ
り

ま
せ
ん
。

　

税
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

区分 医療分
（０～ 74 歳）

後期高齢者支援金分
（０～ 74 歳）

介護納付金分
（40 ～ 64 歳）

改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後

所得割 7.60% 7.60% 2.50% 2.50% 1.80% 2.00%

均等割 26,500 円 23,500 円 8,400 円 8,400 円 8,000 円 9,000 円

平等割 22,500 円 20,500 円 6,600 円 6,600 円 5,000 円 6,000 円

区分 改正前 改正後

医療分 54 万円 58 万円

後期高齢者支援金分 19 万円 19 万円

介護納付金分 16 万円 16 万円

合　計 89 万円 93 万円

平成 29 年度までの基準額
33 万円＋ 27 万×被保険者数

↓
平成 30 年度からの基準額
33 万円＋ 27 万５千円×被保険者数

５割軽減の基準額

平成 29 年度までの基準額
33 万円＋ 49 万円×被保険者数

↓
平成 30 年度からの基準額
33 万円＋ 50 万円×被保険者数

２割軽減の基準額

　高齢受給者証は 70 歳以上 75 歳未満の人を対象に、
加入している医療保険者から交付されます。瀬戸内市国
民健康保険に加入している人が、現在お持ちの高齢受給
者証の有効期限は７月 31 日までとなっています。
　７月下旬に新しい高齢受給者証を送付しますので、８
月以降に医療機関などを受診する際は、必ず新しい高齢
受給者証を窓口に提示してください。

【自己負担割合の見直し】
　医療機関などの窓口で
支払う自己負担割合（右
表参照）は、所得や生年
月日によって異なります。
所得に変更があった場合
などは、自己負担割合が
変わることがあります。
　市民課　☎０８６９ - ２２ - １７９０

生年月日 自己負担割合

昭和 19 年４月１日
以前生まれの人

３割

１割

昭和 19 年４月２日
以降生まれの人

３割

２割
※一定の所得がある人の自己負担
　割合は３割です。

国民健康保険高齢受給者証を送付します

問

問

国民健康保険税の税率改定国民健康保険税の賦課限度額（課税上限額）

応急処置をテーマにした寸劇

４人のコーチに普段聞け
ない質問をする児童



※平成 30 年度から所得割額の軽減はなくなりました。
※平成 30 年度から一人当たりの年間保険料限度額が 62 万円に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　変更になりました。

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
保
険

料
は
、
被
保
険
者
全
員
が
負
担
す

る
「
均
等
割
額
」
と
被
保
険
者
の

所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る
「
所
得

割
額
」
の
合
計
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
は
、
保
険
料

の
保
険
料
率
と
そ
の
軽
減
の
内
容

が
変
わ
り
ま
す
。
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【
一
部
負
担
金
の
割
合
の
見
直
し
】

　
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
支
払

う
一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
所
得

区
分
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。

　

所
得
区
分
は
前
年
の
所
得
に

よ
り
毎
年
判
定
し
見
直
す
た
め
、

新
し
い
被
保
険
者
証
で
は
、
割
合

が
変
更
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

【
自
己
負
担
限
度
額
の
見
直
し
と

限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
（
住

民
税
課
税
世
帯
）】

　
平
成
30
年
８
月
か
ら
現
役
並
み

所
得
者
と
一
般
の
区
分
の
高
額
療

養
費
の
自
己
負
担
限
度
額（
月
額
）

が
変
わ
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
が
始

ま
り
ま
す
。

①
現
役
並
み
所
得
者
の
所
得
区
分

　

の
変
更
点

　
平
成
30
年
８
月
か
ら
現
役
並
み

所
得
者
の
所
得
区
分
が
、
課
税
所

得
に
よ
っ
て
３
段
階
に
分
か
れ
ま

す
（
下
表
参
照
）。

　

課
税
所
得
１
４
５
万
円
以
上

６
９
０
万
円
未
満
の
現
役
並
み
所

得
者
Ⅰ
・
Ⅱ
の
被
保
険
者
お
よ
び

同
世
帯
の
被
保
険
者
の
人
は
、
申

請
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
限
度

額
適
用
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
１
カ
月
に
１
つ
の
医
療
機
関
で

の
窓
口
負
担
額
が
高
額
に
な
る
可

能
性
の
あ
る
人
は
、
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
世
帯
内
の

被
保
険
者
で
所
得
の
未
申
告
者
が

い
る
場
合
は
、
交
付
が
で
き
ま
せ

ん
。
所
得
が
な
い
場
合
で
も
申
告

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
税
務

課
で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
一
般
の
所
得
区
分
の
変
更
点

　
平
成
30
年
８
月
か
ら
一
般
の
自

己
負
担
限
度
額
（
外
来
の
み
）
が

変
更
に
な
り
ま
す
。

記号の説明 予問 相…問い合わせ先 申…申請・申込・申告先 …予約先 …相談先応…応募先 資…資料請求先 届…届出先 通…通告先

相  

談 【
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
送
付
】

　
平
成
30
年
度
保
険
料
額
決
定
通

知
書
を
７
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す

の
で
、
保
険
料
額
と
納
付
方
法
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
納
付
書
で
納
付
す
る
場
合
は
、

納
入
通
知
書
（
納
付
書
）
を
送
付

し
ま
す
。

　

税
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

　

岡
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合

☎
０
８
６-

２
４
５-

０
０
９
０

　
現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
証
と
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の

有
効
期
限
は
、
７
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
被
保
険
者
証
の
更
新
】

　
７
月
下
旬
に
新
し
い
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
（
被
保
険
者

証
）
を
送
付
し
ま
す
。

　
８
月
以
降
に
医
療
機
関
な
ど
を

受
診
す
る
際
に
は
、
必
ず
新
し
い

被
保
険
者
証
を
窓
口
に
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

  
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

  
保
険
料
の
一
部
変
更

問

ねん きん のお はな し♪

　国民年金保険料は、納付期限から２年を過ぎる
と時効により納付することができません。
　しかし、法律改正による時限措置として、過去
５年以内に納め忘れた国民年金保険料を納付する
ことができる「後納制度」が、平成 27 年 10 月
から平成 30 年９月までの３年間に限り実施され
ています。
　後納制度を利用することで年金額を増やすこと
や、年金の受給ができなかった人が受給資格を得
られることがあります。
　制度の利用を希望する人は、早めに申し込んで
ください。

　後納制度に関する詳しい内容は、「ねんきん加
入者ダイヤル」またはお近くの年金事務所へお問
い合わせください。
　なお、ねんきんネット（http://www.nenkin.go.jp）
では、自分の年金記録から、後納制度を利用でき
る期間を確認することができます。
　ねんきん加入者ダイヤル
☎０５７０-００３ - ００４
　岡山東年金事務所
☎０８６-２７０ - ７９２５
　　　  （自動音声案内２番）
　市民課　☎０８６９-２２ - １７９０

る期間を確認することができます。

国民年金保険料の 後納制度 をご存じですか

問

問

問

  

後
期
高
齢
者
医
療

  

被
保
険
者
証
を
送
付

平成 28・29 年度 平成 30・31 年度

均等割額 49,200 円 46,600 円

所得割率 9.87％ 9.17％

詳細は、被保険者証送付時に同封しているパンフレットをご覧ください。

【均等割額軽減の基準】の変更点

【被扶養者であった人に対する特例】の変更点

平成 29年度 平成 30 年度

   「均等割額」が７割軽減され、
   「所得割額」はかかりません

   「均等割額」が５割軽減され、
   「所得割額」はかかりません

後期高齢者医療制度の被保険者となった日の前日に、会社の健康保険
（国民健康保険および国民健康保険組合は除く）などの被扶養者であった人

※所得の低い人は、世帯の所得水準に応じて
　保険料の「均等割額」が軽減されます。

【
減
額
認
定
証
の
更
新
】

　
所
得
区
分
が
低
所
得
者
Ⅰ
ま
た

は
Ⅱ
の
被
保
険
者
の
人
が
入
院
す

る
際
や
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け

る
際
に
、
申
請
に
よ
り
交
付
さ

れ
る
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適

用・標
準
負
担
額
減
額
認
定
証（
減

額
認
定
証
）
を
、
医
療
機
関
な
ど

に
提
示
す
る
こ
と
で
、
窓
口
で
支

払
う
医
療
費
は
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
と
な
り
、
１
食
当
た
り
の
食

事
代
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
減
額
認
定
証
を
お
持
ち

で
、
８
月
以
降
も
所
得
区
分
が
低

所
得
者
Ⅰ
ま
た
は
Ⅱ
と
な
る
場
合

は
、
新
し
い
減
額
認
定
証
を
被
保

険
者
証
に
同
封
し
、
７
月
下
旬
に

送
付
し
ま
す
の
で
、
申
請
の
手
続

き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
世
帯
内
に
所
得
の
未
申
告
者
が

　

い
る
人

　
世
帯
内
に
所
得
の
未
申
告
者
が

い
る
場
合
は
、
新
し
い
減
額
認
定

証
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
所
得
が
な
い
場
合
で
も
申
告
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
税
務
課

で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
長
期
入
院
を
し
た
人

　
平
成
29
年
８
月
１
日
以
降
、
所

得
区
分
が
低
所
得
者
Ⅱ
で
、
減
額

認
定
証
を
持
っ
て
い
た
期
間
内
に

90
日
を
超
え
る
入
院
日
数
が
あ
る

人
は
、
市
民
課
で
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
申
請
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
１

食
当
た
り
１
６
０
円
と
な
る
減
額

認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
平
成
29
年
８
月
１
日
か
ら
平

成
30
年
４
月
30
日
ま
で
の
間
で
入

院
が
90
日
を
超
え
る
人
は
、
自
動

的
に
減
額
認
定
証
が
交
付
さ
れ
る

た
め
、
申
請
の
手
続
き
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

　
　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
５
８

（
所
得
の
申
告
に
つ
い
て
は
）

　
　

税
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

平成 29 年度までの基準額
33 万円＋ 27 万×被保険者数

↓
平成 30 年度からの基準額
33 万円＋ 27 万５千円×被保険者数

５割軽減の基準額

平成 29 年度までの基準額
33 万円＋ 49 万円×被保険者数

↓
平成 30 年度からの基準額
33 万円＋ 50 万円×被保険者数

２割軽減の基準額

現役並み所得者 ３割負担

一般・低所得者Ⅰ・低所得者Ⅱ １割負担

所得区分 世帯単位（入院含む）
個人単位（外来のみ）

現役並み所得者 平成 30 年７月まで 57,600 円 平成 30 年７月まで 80,100 円＋１％（注１）
［44,400 円］（注２）

現役並み所得者Ⅲ（課税所得 690 万円以上） 平成 30 年８月から 252,600 円＋（医療費の総額－ 842,000 円）×１％　[140,100 円 ]（注２）
現役並み所得者Ⅱ（課税所得 380 万円以上） 平成 30 年８月から 167,400 円＋（医療費の総額－ 558,000 円）×１％　[93,000 円 ]（注２）
現役並み所得者Ⅰ（課税所得 145 万円以上） 平成 30 年８月から   80,100 円＋（医療費の総額－ 267,000 円）×１％　[44,400 円 ]（注２）

一　般

平成 30 年７月まで 14,000 円
年間限度額 144,000 円（注３） 57,600 円

［44,400 円］（注２）平成 30 年８月から 18,000 円
年間限度額 144,000 円（注３）

※被保険者の収入合計額が２人以上で 520 万円未満、１人の場合で
　383 万円未満の人は、申請により「１割」負担になります。
※現役並み所得の被保険者（世帯にほかの被保険者がいない場合に
　限る）であって、世帯内の 70 歳以上 75 歳未満の人も含めた収入
　合計額が 520 万円未満の人も、申請により「１割」負担になります。

（注１）「＋１％」は医療費が267,000円を
　超えた場合、超過額の１％を加算。
（注２）過去12カ月以内に世帯単位で高額
　療養費の支給が４回以上あった場合の４
　回目以降の自己負担限度額。
（注３）毎年８月～翌年７月が対象です。
※所得区分の低所得者Ⅰ（区分Ⅰ）、低所
　得者Ⅱ（区分Ⅱ）は変更がありません。

平成 30・31 年度の保険料率

問

問
申

問
申

一部負担金の割合

詳細は、被保険者証送付時に
同封しているパンフレットを
ご覧ください。

自己負担限度額（月額）
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相  

談

腸管出血性大腸菌（O157 など）感染症に要注意
　O
オー

157 に代表される腸管出血性大腸菌は、腹痛や血便な

どの症状を起こすだけでなく、乳幼児や高齢者では、貧血

や尿毒症を併発して、命にかかわることもあります。

　この菌は、牛などの家畜の腸管にいることがあり、その

ふん便がさまざまな経路で食品や水などを汚染し、感染の

原因になると考えられています。

　次のことに気を付けて、暑い夏を乗り切りましょう。

【予防方法】
●調理前、食事前、用便後、動物を触った後などは、手を

　よく洗いましょう。

●台所は清潔に保ち、まな板、ふきんなどの調理器具は、

　十分に洗浄消毒しましょう。

●生鮮食品や調理後の食品を保存するときは、冷蔵庫（10

　℃以下）で保管し、早めに食べましょう。また、食肉な

　ど加熱して食べる食品は、中心部まで火を通しましょう。

【気になる症状があるときは、早めに医師の診断を受けま
しょう】
●主な初期症状は、腹痛、下痢などで、さらに進むと水様 

　性血便になります。

【患者からの二次感染に気を付けましょう】
●患者の便に触れた場合は、手をよく

　洗い消毒しましょう。

●患者が入浴する場合は、シャワーの

　みにするか、最後に入浴するなどし

　ましょう。

●患児が家庭用ビニールプールで水浴びをする場合、他の

　幼児とは一緒に入らないようにしましょう。

※患者が衛生に配慮すれば、二次感染は防止できるので、

　外出の制限などは必要ありません。

　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

【患者からの二次感染に気を付けましょう】【患者からの二次感染に気を付けましょう】【患者からの二次感染に気を付けましょう】

問

　
祭
礼
、
祭
日
、
花
火
大
会
、
そ

の
他
多
く
の
人
が
集
ま
る
催
し

で
、
火
気
器
具
な
ど
を
使
用
す
る

場
合
は
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て
く

だ
さ
い
。

①
露
店
な
ど
の
開
設
届
出

　
事
前
に
消
防
本
部
へ
「
露
店
等

の
開
設
届
出
書
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
消
防
本
部
ペ
ー
ジ
）
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

②
消
火
器
の
設
置

　
消
火
器
は
、
火
気
器
具
な
ど
を

使
用
す
る
露
店
に
設
置
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

▽
火
気
器
具
な
ど　
ガ
ス
コ
ン
ロ
、

　
電
気
コ
ン
ロ
、
フ
ラ
イ
ヤ
ー
、

　
グ
リ
ル
、
発
電
機
な
ど

▽
消
火
器
の
設
置
方
法

　
原
則
、
１
つ
の
露
店
な
ど
（
火

気
器
具
を
使
用
す
る
も
の
）
に
対

し
て
、
消
火
器
１
本
必
要
で
す
。

　
な
お
、
水
バ
ケ
ツ
や
エ
ア
ゾ
ー

ル
簡
易
消
火
器
具
は
、
該
当
し
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
消
火
器
は
腐

食
や
破
損
の
な
い
も
の
を
準
備
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　

消
防
本
部
予
防
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
４
９
３

HPhttp://www.city.setouchi.lg.jp/

　
４
０
０
㍉
㍑
献
血
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

▽
日
時
・
場
所

　
７
月
18
日
（
水
）

　

・
午
前
９
〜
11
時

　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

　

・
午
後
０
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

　
中
央
公
民
館
（
邑
久
）

▽
対
象
者

　
男
性
17
〜
69
歳
、
女
性
18
〜
69
歳

※
体
重
が
50
㌔
以
上
の
人
の
み

※
65
歳
以
上
の
人
の
献
血
に
つ
い

　
て
は
、
60
〜
64
歳
の
間
に
献
血

　
経
験
の
あ
る
人
の
み
が
対
象

▽
持
参
す
る
も
の

　
運
転
免
許
証
、
献
血
カ
ー
ド
な
ど

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
１

　「リフレッシュ瀬戸内（海岸清掃）」を実
施します。
　美しいまちづくりを推進するため、皆さ
んのご協力をお願いします。

▽日時　７月 11 日（水）
　午後５時 30 分～午後６時
　（小雨決行）

▽場所
　・牛窓町牛窓　筵

むしろえ

江海岸
　・邑久町虫明　扇

おうぎ

海岸

▽集合場所　現地（いずれかの海岸）
※ごみ袋・軍手は市で用意します。
　建設課
☎０８６９-２２ - ２６４９

リフレッシュ瀬戸内

問

海岸をきれいにしませんか

問
届

問

消火器準備！

氏名（しめい） 地域 相談先☎
（市外局番0869）

大森　進（おおもり　すすむ）

邑久

22-1965

木村　晴子（きむら　はるこ） 22-0646

雪上　緑（ゆきうえ　みどり） 22-0705

砂場　邦彦（すなば　くにひこ） 24-0263

寺尾　千枝子（てらお　ちえこ） 086-943-6654

岸野　康人（きしの　やすと） 22-1498

久保木　多喜子（くぼき　たきこ）
牛窓

34-3534

高牟礼　佑而（たかむれ　ゆうじ） 080-2935-0968

小山　惠（こやま　めぐみ）
長船

26-3416

　治　仁子（ういじ　ひとこ） 26-2579

身体障害者相談員（10人）

知的障害者相談員（３人）

氏名（しめい） 地域 相談先☎
（市外局番0869）

藤林　小百合（ふじばやし　さゆり） 邑久 22-9777

大﨑　明美（おおさき　あけみ） 牛窓 34-2215

大塚　真理子（おおつか　まりこ） 長船 26-3695

▽
対
象
者　
通
院
医
療
を
受
け
て

　
い
る
精
神
障
害
の
あ
る
人

③
各
種
手
当
な
ど

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障

害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
、

障
害
児
福
祉
年
金
が
あ
り
ま
す
。

④
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　
障
害
の
程
度
に
合
わ
せ
た
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

⑤
意
思
疎
通
支
援
事
業

　
手
話
通
訳
者
や
要
約
筆
記
者
を

派
遣
し
ま
す
。

▽
対
象
者　
聴
覚
障
害
の
あ
る
人

⑥
福
祉
用
具
な
ど
の
給
付

【
補
装
具
】

　
日
常
生
活
に
必
要
な
身
体
機
能

を
補
う
た
め
の
車
い
す
や
装
具
な

ど
の
購
入
、
修
理
、
借
り
受
け
へ

の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
対
象
者　
身
体
障
害
者
手
帳
所

　
持
者
、
難
病
患
者

　
障
害
の
あ
る
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス

（
事
前
申
請
が
必
要
）
を
紹
介
し

ま
す
。
対
象
者
、
条
件
な
ど
に
よ

り
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
運
賃
の
割
引
な
ど

　
電
車
や
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
を

利
用
し
た
場
合
に
手
帳
を
提
示
す
れ

ば
、運
賃
の
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
対
象
者　
身
体
障
害
者
手
帳
・

　
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健

　
福
祉
手
帳
所
持
者

②
医
療
費
の
助
成

【
育
成
医
療
・
更
生
医
療
】

　
障
害
の
軽
減
な
ど
の
た
め
、
治

療
・
手
術
を
受
け
る
場
合
、
医
療

費
の
一
部
が
医
療
保
険
と
公
費
で

助
成
さ
れ
ま
す
。

▽ 

対
象
者　
18
歳
未
満
の
身
体
に

障
害
や
疾
病
を
有
す
る
児
童
、

　
18
歳
以
上
の
身
体
障
害
者
手
帳

　
所
持
者

【
精
神
通
院
医
療
】

　
病
院
な
ど
に
通
院
す
る
場
合
、

医
療
に
要
す
る
費
用
の
一
部
が
医

療
保
険
と
公
費
で
助
成
さ
れ
ま
す
。

【
日
常
生
活
用
具
】

　
ス
ト
マ
用
具
、
紙
お
む
つ
、
歩

行
支
援
用
具
な
ど
の
用
具
が
給
付

さ
れ
ま
す
。

▽
対
象
者　
身
体
障
害
者
手
帳
・

　
療
育
手
帳
所
持
者
な
ど

⑦
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
通
所
者
交

　

通
費
助
成
金
交
付

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

（
生
活
介
護
、
自
立
訓
練
、
就
労

移
行
支
援
、
就
労
継
続
支
援
）
へ

鉄
道
、
バ
ス
な
ど
公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
て
通
所
し
て
い
る
障
害

者
に
対
し
、
通
所
に
関
す
る
交
通

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※
自
分
で
運
転
す
る
自
家
用
車
、

　
自
転
車
、
徒
歩
で
の
通
所
、
事

　
業
所
の
送
迎
の
人
は
、
対
象
外

⑧
各
種
助
成
事
業（
事
前
相
談
必
要
）

　
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
、
障
害
者

自
動
車
運
転
免
許
取
得
お
よ
び
自

動
車
改
造
助
成
、
難
聴
児
補
聴
器

購
入
費
等
助
成
な
ど
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

⑨
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

　
義
足
な
ど
を
使
っ
て
い
る
人
や

内
部
障
害
の
人
、
妊
娠
初
期
の
人

な
ど
、
援
助
や
配
慮
が
必
要
な
こ

と
が
外
見
か
ら
分
か
り
に
く
い
人

が
、
周
囲
に
配
慮
を
必
要
と
し
て

い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め
の
も

の
で
す
。
福
祉
課
な
ど
の
窓
口
で

交
付
し
て
い
ま
す
。

⑩
ほ
っ
と
パ
ー
キ
ン
グ
お
か
や
ま

　
車
い
す
マ
ー
ク
の
駐
車
場
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
対
象
者　
身
体
障
害
者
手
帳
・

　
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健

　
福
祉
手
帳
所
持
者
、難
病
患
者
、

　
要
介
護
者
、
妊
産
婦
（
期
限
が

　
あ
り
ま
す
）
な
ど

⑪
有
料
道
路
通
行
料
金
の
割
引

　
障
害
者
（
児
）（
介
護
者
）
が

有
料
道
路
を
利
用
す
る
際
、
割
引

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑫
福
祉
有
償
運
送

　
単
独
で
公
共
交
通
機
関
の
利
用

が
困
難
で
、
移
動
に
制
限
が
あ
る

人
に
対
し
、
低
料
金
で
福
祉
車
両

で
の
送
迎
（
乗
降
介
助
を
含
む
）

を
し
ま
す
。
事
業
者
へ
の
事
前
登

録
が
必
要
で
す
。

⑬
身
体
・
知
的
障
害
者
相
談
員

　
身
体
障
害
者
相
談
員
と
知
的
障

害
者
相
談
員
を
各
地
域
に
設
置
し

て
い
ま
す
（
右
表
参
照
）。

⑭
そ
の
他
情
報
提
供

　
瀬
戸
内
市
地
域
自
立
支
援
協
議

会
で
は
、
市
内
の
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
な
ど
の
情
報
を
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
ま
と
め
た
冊
子
「
障
害

者
（
児
）
の
福
祉
に
つ
い
て
」
は
、

福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

　
　

福
祉
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
３

HPhttp://www.city.setouchi.lg.jp/

種類 内　容

居宅介護 自宅で入浴・排泄・食事
などの支援をする

短期入所 夜間も含めた短期間、施
設で介護をする

生活介護 介護・創作活動などを行う
就労

継続支援
就労や生産活動などの機
会を提供し支援する

児童
通所支援

日中、日常生活動作や適
応訓練を行う

問
申

平成 30年４月、障害者総合支援法改正に伴い、
新サービスが創設されています。

（自立生活援助、就労定着支援、居宅訪問型児童発達支援）

  
障
害
の
あ
る
人
へ
の

  
サ
ー
ビ
ス

  

お
祭
り
な
ど
の
露
店
に
は

  

消
火
器
の
設
置
が
必
要
で
す

  

献
血
に

  

ご
協
力
く
だ
さ
い

か
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③
11
月
13
日
（
火
）

　
午
後
１
〜
４
時

　
岡
山
県
備
前
県
民
局

※
原
則
３
回
通
し
て
受
講
し
て
く

　
だ
さ
い
。

▽
定
員　
20
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
費　
１
、０
０
０
円
程
度

　
（
昼
食
代
、
飲
み
物
代
な
ど
）

▽
申
込
方
法

　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
、

栽
培
作
目
、
６
次
産
業
化
し
た
い

内
容
、
個
別
相
談
希
望
の
有
無
を

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　
７
月
17
日
（
火
）

　
〜
８
月
24
日
（
金
）

　
　
備
前
広
域
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
６-

２
３
３-

９
８
５
０

FAX
０
８
６-

２
２
４-

１
１
８
７

　
県
で
は
、
新
た
に
６
次
産
業
化

に
取
り
組
も
う
と
す
る
農
業
者
を

対
象
に
、
商
品
作
り
、
販
売
の

際
の
正
し
い
値
決
め
や
商
談
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
の
基
礎
を
学
ぶ
講
座

（
全
３
回
）
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
・
場
所

①
９
月
６
日
（
木
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
（
一
社
）
岡
山
県
農
業
開
発
研
究
所

　
（
赤
磐
市
大お

お
か
ん
だ

苅
田
７
９
８-

３
）

②
10
月
９
日
（
火
）

　
午
後
１
〜
４
時

　
岡
山
県
備
前
県
民
局

　
（
岡
山
市
北
区
弓
之
町
６-

１
）

　
求
職
者
支
援
訓
練
と
は
、
雇
用

保
険
を
受
給
で
き
な
い
求
職
者
な

ど
を
対
象
に
、
全
国
の
民
間
教
育

訓
練
機
関
が
実
施
す
る
「
就
職
」

を
目
的
と
し
た
公
的
な
職
業
訓
練

で
す
。

　
今
回
、
８
〜
９
月
に
開
講
す
る

コ
ー
ス
の
受
講
者
を
順
次
、
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
所
定
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
科　
基
礎
コ
ー
ス
・
実
践

　
コ
ー
ス
（
介
護
福
祉
、
医
療
事

　
務
、
事
務
分
野
な
ど
）

※
開
講
日
、
訓
練
期
間
（
２
〜
６

　
カ
月
）な
ど
は
、コ
ー
ス
に
よ
っ

　
て
異
な
り
ま
す
。

▽
受
講
料　
原
則
無
料
（
テ
キ
ス

　
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担
）

※
一
定
の
要
件
（
収
入
・
資
産
な

　
ど
）
を
満
た
す
人
に
は
、
職
業

　
訓
練
受
講
給
付
金
（
月
10
万
円

　
と
交
通
費
（
所
定
の
額
））
が
支

　
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
西
大
寺

☎
０
８
６-

９
４
２-

３
２
１
２

　
市
で
は
、
初
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん

を
育
て
て
い
る
母
親
を
対
象
に
、

赤
ち
ゃ
ん
と
の
関
わ
り
方
を
学
ん

だ
り
、
子
育
て
仲
間
を
つ
く
っ
た

り
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
親
子
の
絆

づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
赤
ち
ゃ
ん
が

き
た
（
Ｂ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）」
を

開
催
し
ま
す
。

　
母
親
同
士
が
情
報
交
換
す
る
こ

と
で
、
育
児
の
不
安
や
ス
ト
レ
ス

の
解
消
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
皆

さ
ん
、
一
緒
に
子
育
て
に
つ
い
て

話
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　
７
月
12
日
、
19
日
、
26

　
日
、
８
月
２
日
（
い
ず
れ
も
木

　
曜
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午
（
全
４
回
）

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
対
象
者　
平
成
30
年
２
月
〜
平

　
成
30
年
５
月
生
ま
れ
の
第
１
子

　
と
そ
の
母
親
で
全
４
回
に
参
加

　
で
き
る
人

▽
定
員　
10
組
（
先
着
順
）

※
５
組
以
上
の
参
加
で
開
催
し
、

　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▽
参
加
費　
７
７
７
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

　
　

子
ど
も
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
６
９-

２
４-

８
０
３
３

　
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と
♡

せ
と
う
ち
で
は
、
認
知
症
や
障
害

に
よ
り
判
断
能
力
が
不
十
分
な
人

を
身
近
な
地
域
で
支
援
す
る
「
市

民
後
見
人
」
の
養
成
研
修
事
前
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
成
年
後
見
制
度
や
市
民
後
見
人

に
関
心
の
あ
る
人
は
、
電
話
で
申

し
込
み
の
上
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
８
月
２
日
（
木
）

　
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

　
（
午
前
９
時
30
分
受
付
開
始
）

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
定
員　
30
人
（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▽
参
加
費　
無
料

▽
申
込
期
限　
７
月
27
日
（
金
）

　
　

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と

♡
せ
と
う
ち

☎
０
８
６
９-
２
４-

７
７
１
１

問

相  

談

問
申

問
申

　原付バイクや小型特殊自動車などの
登録申請をする際に、ナンバープレー
トを交付していますが、希望するナン
バーを選ぶことはできません。
　また、登録されている原付バイクや
小型特殊自動車などを廃車する際は、
ナンバープレートの返納をお願いしま
す。そのまま別の車両に付け替えるこ
とはできませんのでご注意ください。
　廃車や名義変更などで車両の登録内
容に変更があった場合は、必ず
手続きをお願いします。
　税務課
☎０８６９-２２ - １１１４

原付バイクや
小型特殊自動車などの

ナンバープレートについて

問

  

６
次
産
業
化
初
心
者
講
座

  

受
講
者
募
集

問
申

募

　
　集　瀬戸内市民病院では、さまざまな

テーマで健康教室を開催しています。
ぜひご参加ください。

▽日時　７月 19 日（木）
　午後２～３時

▽場所　瀬戸内市民病院

▽テーマ　放射線科の検査について
　　　　　～体の中を覗

のぞ

いてみよう～

▽講師　赤木耕平氏（放射線技師）

▽定員　30 人

▽参加費　無料

▽申込期限　７月 18 日（水）
　　瀬戸内市民病院
☎０８６９-２２ - １２３４

なるほど !! 健康教室

問申

＜相談事例＞
　宅建業の免許を持つ業者から、電話で何度も「雑木
林を５千万円で買い取る」と持ち掛けられ、会って話
を聞いた。「他の土地を一緒に購入すれば節税になる」
「購入費用は後で返す」などと説明され、買い手のつ
かない土地が売れるならと思い、400 万円を支払って
契約書にサインした。
　しかし、いつまでも購入費用は返金されず、改めて
契約書を確認すると、雑木林を 1,200 万円で売り、原
野を 1,600 万円で購入する契約となっていた。あわて
て業者に連絡したが、電話に出ない。

第 22話　雑木林を売却したはずが、

  消 費 生 活
安心ほっとライフライフライフ

＜アドバイス＞
●過去に原野商法の被害に遭った人に「土地を高く買
　い取る」と持ち掛け、言葉巧みに売却額より高額な
　新たな土地も一緒に購入させるという二次被害の相
　談も見られます。
●「土地を買い取る」「土地を交換してほしい」など
　と言われてもきっぱり断り、絶対にお金を支払わな
　いようにしましょう。
●宅地建物取引業の免許があっても、悪質な勧誘を行
　う業者もいるので、注意が必要です。

★相手が自分の個人情報を知っていても驚かず、相手
　にしないようにしましょう。
★契約してしまった後でも、クーリング・オフができ
　るケースもあります。
★困ったときは、消費生活センターへ。
　瀬戸内市消費生活センター　☎０８６９-２４ -８０１１問

第 22話　雑木林を売却したはずが、第 22話　雑木林を売却したはずが、
新たな原野を買わされた【原野商法】

ライフライフライフライフライフライフ

  

親
子
の
絆
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

  

赤
ち
ゃ
ん
が
き
た

容に変更があった場合は、必ず容に変更があった場合は、必ず容に変更があった場合は、必ず

  

市
民
後
見
人
に

  

な
り
ま
せ
ん
か

  

求
職
者
支
援
訓
練

  

受
講
者
募
集

『騙
だま

されん　そう言うあなたが　騙される』
特殊詐欺被害増加中！

　本人、家族、友人、近所の人が特殊詐欺の被害に遭
わないように、怪しいと思ったら必ず誰かに相談する
ようにお願いします。

▽特殊詐欺要注意用語
　有料サイト、登録料、未納料金、電子
マネー、コンビニ決済、名義貸し、法的
手続き、訴訟、最終告知、逮捕など

▽相談先
　・警察総合相談電話　　☎＃９１１０
　・瀬戸内警察署　　　　☎０８６９-３４ - ６１１０
　・消費者ホットライン　☎１８８
　・瀬戸内市消費生活センター　☎０８６９-２４ - ８０１１

被害金額１億６千万円超（岡山県内）
被害者 33人（平成 30 年４月 24 日現在）

このような通知のハガキはすべて架空請求です！

これは典型的な特殊詐欺の手口です！

連絡先に電話してはいけません！

ハガキ多発

　警報！

このような通知のハガキは



催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

知っ得！せとうち便　　

16広報 せとうち No.1642018.    717

　
邑
久
光
明
園
で
は
、
第
44
回
納

涼
夏
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　
８
月
２
日
（
木
）

　
午
後
５
時
30
分
〜
午
後
８
時
30
分

※
雨
天
時
は
、
翌
日
同
時
刻
に
実

　
施
し
ま
す
。

▽
場
所

　
邑
久
光
明
園
売
店
前
広
場

▽
内
容　
カ
ラ
オ
ケ
大
会
（
午
後

　
６
〜
８
時
）、
福
引
（
午
後
５

　
時
30
分
〜
午
後
７
時
30
分
、
空

　
く
じ
な
し
）、
夜
店・各
種
ゲ
ー

　
ム
、
花
火
大
会
（
午
後
８
時
〜

　
午
後
８
時
30
分
）

　

邑
久
光
明
園
入
所
者
自
治
会

☎
０
８
６
９-

２
５-

１
２
７
８

　
長
島
愛
生
園
で
は
、
第
43
回
納

涼
夏
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　
７
月
26
日
（
木
）

　
午
後
６
時
〜
午
後
８
時
30
分

※
雨
天
決
行
。
荒
天
の
場
合
、
花
火

　
大
会
の
み
翌
日
同
時
刻
に
実
施
。

▽
場
所

　
長
島
愛
生
園
愛
生
会
館
前
広
場

▽
内
容　
福
引
大
会
（
午
後
６
〜

　
８
時
、
受
付
午
後
５
時
）、
花

　
火
大
会
（
午
後
８
時
〜
午
後
８

　
時
30
分
）、盆
踊
り
、お
み
こ
し
、

　
ゲ
ー
ム
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
、

　
屋
台
、
出
店

　

長
島
愛
生
園
入
所
者
自
治
会

☎
０
８
６
９-

２
５-

１
０
３
３

　
（
公
財
）
日
本
調
停
協
会
連
合

会
で
は
、
調
停
手
続
き
の
利
用
に

関
す
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
、
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。

▽
日
時　
７
月
４
日
（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　
岡
山
県
総
合
福
祉
・
ボ

　
ラ
ン
テ
ィ
ア・Ｎ
Ｐ
Ｏ
会
館（
き

　
ら
め
き
プ
ラ
ザ
）

　
（
岡
山
市
北
区
南
方
２-

13-

１
）

▽
相
談
内
容　
調
停
手
続
き
の
利

　
用
に
関
す
る
相
談

　

・
民
事　

金
銭
貸
借
、
土
地
、
建

　
物
、
交
通
事
故
、
公
害
な
ど

　

・
家
事　

離
婚
、
親
権
、
養
育
費
、

　
年
金
分
割
、
相
続
な
ど

　

岡
山
簡
易
裁
判
所
庶
務
課

☎
０
８
６-

２
２
２-

６
８
６
５

相

　
　談

　 － 

特
集
《
小
磯
良
平
・
加
山
又
造
・

　ロ
ダ
ン
（
版
画
）》
な
ど 

－

　セ
キ
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

　
セ
キ
美
術
館
は
、
愛
媛
県
松
山

市
に
あ
る
私
設
の
美
術
館
で
、
明

治
以
降
の
日
本
画
、
洋
画
の
代
表

的
な
作
家
の
作
品
を
中
心
に
収
集

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
展
覧
会
で
は
、
セ
キ
美
術

館
の
充
実
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

中
か
ら
、
加
山
又
造
、
小
磯
良
平

を
特
集
す
る
ほ
か
、
横
山
大た

い
か
ん観
、

浅
井
忠ち

ゅ
う、
黒
田
清せ

い
き輝
、
東
山
魁か

い
い夷

な
ど
、
日
本
を
代
表
す
る
作
家
の

作
品
と
と
も
に
、
ほ
と
ん
ど
作
品

が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
大
変

貴
重
に
な
っ
て
い
る
ロ
ダ
ン
の
版

画
な
ど
、作
品
78
点
を
展
示
し
ま
す
。

▽
開
催
期
間　
６
月
９
日
（
土
）

　
〜
７
月
22
日
（
日
）

※
期
間
中
の
休
館
日
は
、
６
月
25

　
日
（
月
）、
７
月
２
日
（
月
）、

　
９
日
（
月
）、
17
日
（
火
）

　せ
と
う
ち
ア
ー
ト
水
族
館

－

松
永
正
津

　
　
　ア
ー
ト
魚
拓
の
世
界

－

　
美
術
館
が
水
族
館
に
。
色
あ
ざ

や
か
に
彩
色
さ
れ
た
魚
拓
の
第
一

人
者
・
松
永
正ま

さ
つ津
氏
の
作
品
約

１
０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

　
サ
メ
、
カ
ジ
キ
マ
グ
ロ
な
ど
の

巨
大
魚
の
ほ
か
、
日
本
や
地
元
瀬

戸
内
の
魚
な
ど
、
展
示
室
を
巨
大

水
槽
に
見
立
て
て
展
示
し
ま
す
。

▽
開
催
期
間　
７
月
27
日
（
金
）

　
〜
８
月
26
日
（
日
）

※
期
間
中
の
休
館
日
は
、
７
月
30

　
日
（
月
）

【
以
下
、
展
覧
会
共
通
】

▽
開
館
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５

　
時（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館

▽
観
覧
料　
一
般
５
０
０
円
、
団

　
体
（
20
人
以
上
）・
65
歳
以
上

　
４
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

【
糸
あ
や
つ
り
で
う
ご
く
、
海
の

生
き
物
を
つ
く
ろ
う
！
】

　
糸
あ
や
つ
り
で
動
く
海
の
生
き

物
を
作
り
、
舞
台
で
上
演
し
ま
す

（
事
前
申
し
込
み
必
要
）。

▽
日
時　
７
月
29
日
（
日
）

　
午
後
１
〜
３
時

▽
参
加
費　
要
観
覧
料

【
夏
休
み
子
ど
も
特
別
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
ア
ー
ト
な
魚
さ
が
し
」】

　
館
内
を
海
底
探
検
。
対
話
型
鑑

賞
で
魚
図
鑑
を
作
り
ま
し
ょ
う

（
事
前
申
し
込
み
必
要
）。

▽
日
時　
８
月
５
日
（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
、午
前
11
時
〜
、

　
午
後
１
時
〜
、
午
後
２
時
30
分
〜

　
（
各
回
約
60
分
）

催
し
物

ピーマンチャンプルー

◆作り方
①木綿豆腐はペーパータオルで
　包んで軽く水気を取って、
　さいの目に切る。
②ピーマンは縦半分に切り、へたと種を取り除い
　て、１～２㎝幅に切る。
③ツナは缶汁をきっておく。
④フライパンにごま油を熱し、ピーマンを炒める。
　豆腐を加えてさらに炒め、ツナを入れて混ぜる。
⑤塩、こしょう、酒、しょうゆを加え、溶き卵を
　入れてさらに炒め、かつおぶしを加えて出来上
　がり。

問

●ピーマン（4～ 5個）
●木綿豆腐（1/2 丁）
●ツナ缶（小 1缶）
●ごま油（大さじ 1/2）
●塩（少々）

岡山県栄養士会　玉瀬支部瀬戸内ブロックです。
　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

◆材料（２人分）
●こしょう（少々）
●酒（大さじ 1）
●しょうゆ（小さじ 1）
●卵（1個）
●かつおぶし（小袋 1袋）

相  

談

問

浅井忠「京都風景」

問

　漏
水
は
、
少
量
で
あ
っ
て
も
長

期
間
放
置
す
れ
ば
、
大
き
な
使
用

水
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　使
用
水
量
が
多
い
と
感
じ
た
と

き
は
、
蛇
口
を
全
部
閉
め
て
水
道

メ
ー
タ
ー
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
水
道
メ
ー
タ
ー
の
中
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
（
銀
色
の
円
盤
）
が
回
っ

て
い
た
ら
、
漏
水
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
市
が
指
定
す
る
給

水
装
置
工
事
事
業
者
（
指
定
工
事

店
）
へ
調
査
・
修
理
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
調
査
・
依
頼

な
ど
に
は
費
用
が
か
か
り
ま
す
の

で
、
指
定
工
事
店
と
相
談
の
上
、

ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

　宅
地
内
で
の
水
道
管
の
ひ
び
割

れ
や
給
水
器
具
（
蛇
口
・
温
水
器

な
ど
）
の
故
障
な
ど
に
よ
り
漏
水

し
た
場
合
は
、
漏
水
分
の
水
道
料

金
は
使
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
地
下
や
壁
の
中
で
の
漏

水
の
場
合
、
指
定
工
事
店
が
修
理

す
る
と
、使
用
水
量
認
定
（
減
量
）

の
対
象
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
上
水
道
業
務
課
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
な
お
、
指
定
工
事
店

以
外
の
業
者
や
個
人
で
修
理
し
た

場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　平
素
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー
の
自

主
点
検
を
行
い
、
漏
水
の
早
期
発

見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

・
料
金
、
使
用
水
量
認
定
に
つ
い

　

て
は

　

上
水
道
業
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
３
２
５

漏
水
の
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う水道メーターの自主点検を

行いましょう

問

▽
定
員　
各
回
10
人
程
度

▽
参
加
費　
要
観
覧
料

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

　
展
示
室
で
作
品
を
鑑
賞
し
な
が

ら
、
作
品
の
見
ど
こ
ろ
を
解
説
し

ま
す
（
申
し
込
み
不
要
）。

▽
日
時

　
展
覧
会
開
催
期
間
中
の
日
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
〜
（
約
20
分
）

▽
参
加
費　
要
観
覧
料

　
　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

問
申

松永正津「マダイ」90cm

問

  

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

  

展
覧
会

  

邑
久
光
明
園
で

  

納
涼
夏
祭
り

  

長
島
愛
生
園
で

  

納
涼
夏
祭
り

  

無
料
調
停
手
続
き
相
談
会

海の事故ゼロキャンペーン

　海上保安庁では、マリンレ
ジャーシーズンを迎える７月 16
日から 31 日までを「海の事故ゼ
ロキャンペーン」期間として、官
民の関係者が一体となった海難防
止活動を実施しています。
★自分の命を自分で守るための
　３つの基本＋１
①ライフジャケットを常時着用
②連絡手段の確保
③海の緊急電話１１８番
④帰港時間を家族に伝える
　海難防止強調運動玉野地区推進
連絡会議（玉野海上保安部交通課）
☎０８６３-３２ - ３５８９

海難ゼロへの願い

問



　  「古今東西刀匠・職方列伝パートⅡ」（６月 29日～９月２日）刀

72018年 　　 月の予定

人の動き《平成 30年６月１日現在、かっこ内は前月比》
人口 ３７，５１１人 （－３０） 男 １７，９７２人  （ー　９）

世帯 １５，５００世帯（－　１） 女 １９，５３９人  （ー２１）

1 日
体瀬戸内市ソフトテニス大会　9：00 ～　邑久スポーツ公園
体瀬戸内市夏季ソフトバレーボール大会
　9：00 ～　牛窓中学校体育館・牛窓体育館

2 月
3 火 ⑥こころの健康相談　9：00 ～ 11：00　ゆめトピア長船

4 水
5 木 ⑨窓口業務の時間延長　17：15 ～ 19：00　瀬戸内市役所

6 金
7 土

8 日
体瀬戸内市前期卓球大会　9：00 ～　長船スポーツ公園
体歩こう会　大滝山コース　8：57　邑久駅発

9 月
10 火

11 水 ⑧１歳６か月児健診【対象：平成 28年 12 月生】
　13：15 ～ 13：45　ゆめトピア長船

12 木 ⑧２歳児健診【対象：平成28年３月生】　13：15 ～ 13：45　ゆめトピア長船

13 金 ⑤離乳食講習会【対象：７～ 12カ月児】　9：45 ～ 10：00　ゆめトピア長船
⑦精神保健福祉相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

14 土 体瀬戸内市体協コンペ　8：00 ～　長船カントリークラブ

15 日 体瀬戸内市スポーツ吹矢大会　9：00 ～　邑久Ｂ＆Ｇ海洋センター

16 月海の日
17 火

18 水
③住宅増改築相談　9：00 ～ 15：00　瀬戸内市役所
⑧乳児健診（４カ月児）【対象：平成 30年２月生】
　13：15 ～ 13：45　ゆめトピア長船

19 木 ①②行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　瀬戸内市役所

20 金
21 土
22 日
23 月
24 火 ④育児相談　9：30 ～ 11：00　ゆめトピア長船

25 水 ①②行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　牛窓支所
⑧３歳児健診【対象：平成27年１月生】　13：15 ～ 13：45　ゆめトピア長船

26 木

27 金 ①②行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船
⑤離乳食講習会【対象：４～６カ月児】　9：45 ～ 10：00　ゆめトピア長船

28 土
29 日
30 月
31 火

刀 美
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休
館
日

 「ー生誕 100 年ー　限りなく深く澄んだ詩情の世界
　　　　　　　　　 セキ美術館コレクション展」（６月９日～７月 22日）
　  「せとうちアート水族館　ー松永正津　アート魚拓の世界ー」
　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　  （７月 27 日～８月 26 日）

美

①行政相談（主に行政全般に関する相談）　　　　　　  
　【相談員：行政相談委員（予約不要・無料）】
　問総務課　☎０８６９-２２ - １１１２
②なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員（予約不要・無料）】
　問市民課　☎０８６９-２２ - ３９２２
③住宅増改築相談 
　問建設課　☎０８６９-２２ - ２６４９
④育児相談（乳幼児に関する相談） 
　問健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑤離乳食講習会 
　【対象：生後４カ月以上の乳児の保護者（要予約・無料）、
　定員：４～６カ月児、７・８カ月児、９～ 12 カ月児、各 10 人】
　 健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑥こころの健康相談 
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　問予健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑦精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談） 
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　問予岡山県備前保健所　☎０８６-２７２ - ３９３４
⑧子どもの健診 
　問健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑨窓口業務の時間延長（市民課、税務課、収納推進課の業務の一部）
　※取り扱いができない業務もあります。詳細はお問い
　　合わせください。
　問　・市民課　☎０８６９-２２ - １１１５
　　・税務課　☎０８６９-２２ - １１１４
　　・収納推進課　☎０８６９-２２ - ２４６４
※①～⑨の日時は、左のカレンダーをご覧ください。

○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　（予約不要・市役所開庁日に相談受付）
　問消費生活センター　☎０８６９-２４ - ８０１１
○発達障害専門相談 
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　問予子ども包括支援センター　☎０８６９-２４ - ８０３３

問予

問い合わせ・予約先など

刀備前長船刀剣博物館の行事
　問備前長船刀剣博物館　☎０８６９-６６ - ７７６７
美瀬戸内市立美術館の行事
　問瀬戸内市立美術館　☎０８６９-３４ - ３１３０
体瀬戸内市体育協会の行事
　問瀬戸内市体育協会　☎０８６９-２２ - ２２１１
　　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/

みんな
の
広場
秘書広報課
☎0869-24

-7095問

投稿をお待ちしています

①１歳のお子さんの写真
　氏名、住所、生年月日、家族（氏名、続柄：
２人まで）からのひとことを記入
②短歌・俳句・川柳・詩
③催し物の告知や募集
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所・日時、コメント、
市ホームページへの掲載可否などを記入
★応募方法
　住所・氏名・電話番号を明記し、はがき・
FAX・電子メールなどで秘書広報課へ送付
してください。匿名・ペンネームを希望す
る場合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿作品や原稿は返却しま
せん。掲載の都合上、全ての作品や原稿を
掲載できない場合がありますので、あらか
じめご了承ください。
　　秘書広報課
〒 701 - 4292   瀬戸内市邑久町尾張 300 - １
☎０８６９ - ２４ - ７０９５
FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
mail：hiroba@city.setouchi.lg.jp

問応

http://setouchi-taikyo.or.jp/

セットちゃん

休
館
日

休
館
日

連れ
ん
じ子
窓ま

ど

越
し
や
若
葉
に
映
え
る
城

的
場

松
葉
（
牛
窓
町
長
浜
）

農
を
守も

る
一
途
に
麦
の
青
青
と

奥
山
登
志
行
（
牛
窓
町
牛
窓
）

春
う
ら
ら
神
域
支
ふ
さ
ざ
れ
石

原
野
信
一
郎
（
牛
窓
町
牛
窓
）

春し
ゅ
ん
ち
ゅ
う
昼
の
一
刻
琴
の
音
に
あ
そ
ぶ

野
口　
慶
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

春
ら
ん
ま
ん
瀬
戸
大
橋
を
歩
き
し
日

後
藤　
靖
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

春
風
や
庭
に
ひ
も
と
く
園
芸
書

原
野　
孝
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

散
り
初
め
し
里さ

と
わ曲
の
花
に
た
も
と
お
る

福
本　
曙
生
（
牛
窓
町
牛
窓
）

花
菖
蒲
優
し
さ
く
れ
る
五
月
晴
れ

谷
口　
正
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

夏
が
来
た
歌
と
ロ
マ
ン
の
花
が
咲
く

大
倉　
　
衞
（
長
船
町
飯
井
）

重
き
米
母
と
担か

つ

ぎ
て
精
米
へ

繁
く
通
ひ
き
大
家
族
の
こ
ろ

上
山　
幸
子
（
邑
久
町
豊
安
）

深
夜
ラ
ジ
オ
七
歳
失
明
琴
奏
者

宮
城
道
雄
の
「
春
の
海
」
聴
く

朝
霧　
好
子
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

た
ち
ば
な
の
惜
し
む
に
余
る
名な

ご
り
が

残
香
に

遠と
お
ね音
響と

よ

も
し
初
ほ
と
ゝ
ぎ
す

桂
舟
道
人
（
邑
久
町
山
田
庄
）

真
綿
に
て
大
事
大
事
と
育
て
ら
れ

空
豆
の
実
の
ふ
っ
く
ら
青
し

舟
積
由
紀
子
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

文
芸
コ
ー
ナ
ー

（
敬
称
略
）

休
館
日
（
展
示
替
え
）

固定資産税【２期】　国民健康保険税【１期】
介護保険料【１期】
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

７月31日（火）が納付期限の市税・保険料

休
館
日

休
館
日

休
館
日

休
館
日

ゆるキャラグランプリ 2018 が
８月１日（水）から始まります。
応援よろしくお願いします！

休
館
日

休
館
日

福祉の就職総合フェア～岡山・夏～
　福祉分野の法人や企業が集まった「福祉の就職総合フェア」を
開催します。参加費無料、履歴書不要、服装自由です。
　事前の申し込みは不要です。

▽日時　７月 28 日（土）、８月 11 日（土・祝）
　正午～午後１時　福祉の職場プレゼンテーション
　午後１～４時　福祉の職場面談会

▽場所　岡山ロイヤルホテル（岡山市北区絵図町２-４）

▽対象　学生、就職や転職を考えている人、未経験の人など
　岡山県社会福祉協議会福祉支援部（人材センター）
☎０８６-２２６ - ３５０７
問

開催します。参加費無料、履歴書不要、服装自由です。

４）

須
恵
器
の
里
で

備
前
焼
体
験

　

牛
窓
に
あ
る
寒
風
古
窯
跡
群
の
須
恵

器
を
通
し
て
、
郷
土
の
歴
史
文
化
に
触

れ
、
須
恵
器
を
ル
ー
ツ
と
す
る
備
前
焼

を
体
験
す
る
こ
と
で
、
古
代
の
手
仕
事

を
感
じ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▽
日
時　

７
月
28
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
（
約
３
時
間
）

▽
場
所　

寒
風
陶
芸
会
館

▽
対
象　

小
・
中
学
生

▽
内
容

①
寒
風
古
窯
跡
群
の
歴
史
を
聞
き
、
復

　

元
須
恵
器
に
触
れ
て
み
る

②
備
前
焼
作
品
の
制
作
（
カ
ッ
プ
、皿
、

　

動
物
な
ど
の
小
作
品
）

※
粘
土
を
１
人
５
０
０
㌘
提
供
（
作
品

　

１
点
分
）

③
備
前
焼
窯
焚
き
の
見
学
（
末
廣
窯
を

　

８
月
末
に
見
学
予
定
、希
望
者
の
み
）

④
作
品
展
示
会
を
10
月
５
日
（
金
）
〜

　

８
日
（
月
・
祝
）
に
開
催

※
展
示
会
終
了
後
に
作
品
持
ち
帰
り

▽
講
師　

末
廣
学
氏
（
陶
芸
家
）
ほ
か

▽
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
費　

無
料

　
　

瀬
戸
内
市
婦
人
協
議
会　

廣
畑
さ
ん

☎
０
９
０-

８
６
０
７-

９
５
９
２

問
申 須

恵
器
の
里
で

須
恵
器
の
里
で

須
恵
器
の
里
で

須
恵
器
の
里
で

  けいじばん

　放送大学では、平成 30 年度第２学期（10 月入学）の
学生を募集しています。
　心理学、福祉、経済、歴史、文学、情報、自然科学な
ど、約 300 の幅広い授業科目があり、１科目から学ぶ
ことができます。
　資料は無料です。お気軽にご請求ください。

▽出願期間　９月 20 日（木）まで
　放送大学岡山学習センター
☎０８６-２５４ - ９２４０
問

放送大学 受講生募集




